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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
鳥類の卵体積には、一腹の産卵順番にともなう規則性が認められ、多くの場合、産卵順番が進むに
つれて卵体積は小さくなる。この規則的変化の適応的意義は、卵体積、一腹の卵数と孵化順番の関係
から議論されてきた。卵体積や卵数は、生態環境の時間的変化に影響されるが、この点を考慮に入れ
た研究はこれまで行われてこなかった。 
本論文は、日本列島近海の固有種であるウミネコを対象として、まず卵体積と卵数を決定する要因を、
海洋環境との関係から探索した。さらに、卵体積の規則変化の適応的意義を卵黄に含まれる雄性ホル
モンであるテストステロンの量から検討した。 
その結果、ウミネコの産卵は産卵開始前の表面海水温の影響を受け、水温が低い場合、高い場合とも
に産卵開始が遅れ、一腹の卵数が少なくなった。一方、卵体積は表面海水温の影響を受けなかった。
また、卵体積は産卵順番が遅くなるにつれて減少したが、卵に含まれるテストステロン量は増加した。
これは母親の血中テストステロン量を反映したものではなかった。一雛で育てられた場合には、テス
トステロンが雛の成長を促進していると考えられた。以上より、テストステロン効果として、遅れて
小さな卵から孵化した雛の競争力の低さを補っていることが示唆された。 
本論文において、生活史形質の適応的意義の解明に、環境の季節変化というマクロな視野と卵黄内の
ホルモンの影響というミクロな視野の両方の観点を取り入れる方法が導入された。本論文の成果は、
卵の大きさや一腹の卵数などの生活史形質の適応的意義の研究に再考を促し、これからの研究に新た
な方向性を与えると期待される。以上のように、本論文は鳥類の生活史の進化の解明に寄与するもの
であり、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
